
府県 応募団体 演題名

1 宮城県 仙台・黒川地域MC協議会 仙台・黒川地域メディカルコントロールにおける病院実習及び症例検討会の取り組み

2 山形県 西置賜行政組合消防本部 音声システムを活用した口頭指導の実施について

3 神奈川県 湘南地区MC協議会 湘南地区ＭＣ協議会におけるＭＣと通信指令室との連携取組について

4 神奈川県 県北・県央地区MC協議会 県北・県央地区ＭＣ協議会を構成する四市合同で取り組んでいる
多数傷病者対応訓練の実施について

5 石川県 石川県メディカルコントロール協議会 クラウド救急医療連携システムの運用　県境を超えた仮想2次医療圏

6 長野県 諏訪地域ＭＣ協議会 地域メディカルコントロール協議会主催「警察・消防連携シンポジウム」について

7 大阪府 大阪府泉州地域MC協議会 指導救命士による主体的な指導体制の確立に向けて
ー地域MC協議会公認、救急指導体制検討ワーキンググループの取組み

府県 応募団体 演題名

1 岩手県 胆江地域MC協議会 救急隊員育成の各種取組について

2 山形県
東根市消防本部

（村山地域メディカルコントロール協議会）
地域メディカルコントロール医療機関を中心とした取組み
～小規模消防本部合同訓練による成果と課題～

3 埼玉県 埼玉西部消防局 指導救命士が主体となり実施している救命士生涯教育・再教育について

4 埼玉県 埼玉県央広域消防本部 指導救命士の取組と検証結果

5 神奈川県 横浜市消防局教育課 多施設、他職種で緊密な連絡を取りつつ
横浜市救命士養成所で開催した指導救命士養成教育

6 神奈川県 横浜市消防局司令課 横浜市消防局における指令管制員指導者養成コースについて

7 新潟県 魚沼地域MC協議会 雪おろし転落事故から地域住民を守る一助として
～我がMCが目指す予防救急の取り組みについて～

8 長野県
松本広域圏救急・災害医療協議会

ＭＣ委員会
遠隔地におけるアナフィラキシーショックが疑われる傷病者の初期対応について

9 岐阜県 高山市消防本部 飛騨地域メディカルコントロール協議会
PCEC部会による地域消防本部救急隊への意識障害教育について

10 和歌山県 紀南地域MC協議会 地域ＭＣの充実・強化にも繋がる救急事後検証を目指す

11 岡山県 津山圏域消防組合 コンビネーショントレーニングから救命の向上へ

12 沖縄県 社会医療法人仁愛会浦添総合病院 早期医療介入のために
～順次指令システムを活用した位置情報共有～

※発表・応募演題ともに都道府県番号順に掲載しています。

我らの地域のメディカルコントロール取組事例発表 “ベストプラクティス2018”

（発表演題）

（応募演題）



「我らの地域のメディカルコントロール取組事例発表 “ベストプラクティス 2018”」応募要領 

 

１ 目的 

消防機関と救急医療機関等で構成するメディカルコントロール(以下｢ＭＣ｣ とい

う。） 協議会は、救急救命士を含む救急隊員等が行う応急処置等の質を医学的観点から

保障することを目的に設置されており、救急医療提供体制を構築する場としての活用も

期待されています。 

  また、救急救命士制度が発足25年を超え、指導救命士をはじめとする救急業務担当者

の人材の育成などにおけるＭＣ協議会等の役割がさらに重要となっています。 

  この度、各地域のＭＣ協議会や消防機関及び医療機関における取組事例を全国へと発

信していただき、情報を共有することで、ＭＣ体制の更なる充実につながるきっかけと

なるよう取組事例を募集することといたしました。 

 

２ 開催日  平成 31年１月 25日（金） 

（平成 30年度全国メディカルコントロール協議会連絡会（第２回）にて） 

 

３ 開催場所 サンポートホール高松 大ホール（予定） 

香川県高松市サンポート２－１ 

        

４ 開催内容 

（１） 各地のＭＣ体制において、救急業務の高度化に向けた取組や消防機関・医療機関 

関等の関係構築等に向けた取組等、各地が自信を持って全国に紹介できる好取組事例に    

ついて募集します。 

（２） プレゼンテーションを行う団体は、全国メディカルコントロール協議会連絡会世話 

人会による厳正な事前審査の後、７団体程度選出されます。当日の発表は、１団体につ

き、７分間とします。 

（３）発表後、来場者による投票により、最優秀取組等に対して表彰します。 

 

５ 募集内容 

 ○救急業務の高度化や消防・医療機関の関係構築等にあたってのＭＣ協議会や消防機関

及び医療機関の取組や工夫など、全国に紹介できるＭＣ体制に係る好取組事例。 

○なお、ＭＣ協議会に関わる多様な組織・団体が協力・連携した取組を優先する方針で

す。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 募集対象 

 ＭＣ協議会、消防機関、医療機関等ＭＣ体制に携わる方々 

 

７ 募集期間 

平成 30 年６月 25日（月）～８月 31日（金）U必 着 

 

８ 応募方法 

応募用紙（別紙）に必要事項をご記入の上、問い合わせ先のメールアドレスまで送信し 

てください。 

 

９ 賞 

○ ベストプラクティス賞 １事例 

○ ベストプレゼン賞   １事例 を予定 

 

10 実施主体 

全国ＭＣ協議会連絡会世話人会 

 

11 その他 

（１） 発表決定者には別途通知します。 

（２） 発表者の往復交通費については事務局で負担します。 

（３） 発表されたプレゼンテーション資料は、消防庁ホームページにおいて公表す 

ることを予定しています。 

 

 

例：○ 救急救命士の病院実習等教育に関する取組 

○ ＭＣ協議会が主催する研修等、特徴的事業 

○ 指導救命士を活用した取組 

○ 救急車の適正利用についての取組 

○ 地域包括ケアシステムの構築と一体となった取組   

○ 通信指令員との連携に関する取組      など 
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